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「希望」という言葉には、

これまでの社会に残っていた

認知症に対する差別・偏見をとり払い、

認知症の本人が尊厳をもって、

地域で暮らすことができるようにという「思い」が

込められています。

希望条例の策定にあたっては、

検討委員会やワークショップ等に

認知症のご本人も参画し、議論を重ねて

一緒に策定しました。 （令和2年10月施行）

世田谷区認知症とともに生きる

希望条例・計画について

世田谷区認知症とともに生きる希望条例
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【第3条】

• 認知症の本人一人ひとりが自分らしく生きる希望を持ち、どの場所で暮らしていてもその意思と権利が尊

重され、本人が自らの力を発揮しながら、安心して暮らし続けることができる地域を作る。

• 区民、地域団体、関係機関及び事業者が認知症に対し深い関心を持ち、自らのことと捉え、自主的かつ

自発的な参加及び協働により地域との関わりを持つことで、認知症とともにより良く生きていくことができ

る地域共生社会の実現を図る。

認知症とともに自分の意思と権利が尊重され、自分らしく希望を持って暮らしていくためには、区民を

はじめ地域団体、関係機関、事業者全員が自分事として考えながら、安心して暮らせる地域を共に協

力しながら作っていくことが求められます。

この理念は、本条例のそれぞれの条文に活かされています。

条文の解説

「世田谷区認知症とともに生きる条例」の基本理念
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（令和3年3月策定）

～希望条例の実現に向けて～

世田谷区認知症とともに生きる希望条例を着実に実現していくため、 

「一人ひとりの希望及び権利が尊重され、ともに安心して自分らしく暮らせるまち、せたがや」を

目指して、認知症施策を総合的に推進することを目的として策定。

５つの基本方針
① 本人の声を聴き、本人とともに

② ４つの重点テーマを掲げ、区をあげて

③ 小さく始めて、改善しながら、大きく広げる

④ 多世代・多分野の人たちが参加し、つながりながらともにつくる

⑤ 中・長期的に世田谷の未来像をともに思い描きながら

世田谷区認知症とともに生きる希望計画について
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